
晴
天
の
下
、
雪
山
登
山
を
開

催
！

～
雪
山
八
塩
登
山
～

３
月
13
日(

日)

、
ひ
が
し
ゆ
り
雪

ま
つ
り
ツ
ア
ー
２
０
１
６
第
４
弾
と

な
る
「
雪
山
八
塩
登
山
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

遠
く
は
五
城
目
町
か
ら
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
37
人
の
参
加
者
が
、
残

雪
の
残
る
八
塩
山
を
、
気
持
ち
の
良

い
汗
を
流
し
な
が
ら
、
鳥
居
の
沢
登

山
口
よ
り
登
頂
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
山
頂
付
近
か

ら
は
、
遠
方
に
連
な
る
焼
石
岳
や
秋

田
駒
ヶ
岳
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
気
に

な
っ
た
山
々
を
確
認
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
白
化
粧
し
、
く
っ
き
り
と

顔
を
出
し
た
鳥
海
山
の
雄
大
な
姿
は
、

神
秘
的
で
、
美
し
い
光
景
に
、
仲
間

同
士
で
写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
し
、

思
い
出
に
残
る
登
山
と
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

案
内
人
の
設
立
に
向
け
、

い
ざ
、
出
陣
！

市
観
光
協
会
東
由
利
支
部
で
は
、

東
由
利
を
訪
れ
た
方
に
、
東
由
利
の

魅
力
と
見
ど
こ
ろ
を
案
内
す
る
、(

仮)

東
由
利
案
内
人
の
会
の
設
立
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
３
月
17
日

(

木)

、
そ
の
設
立
に
向
け
た
第
一
歩

と
し
て
、
実
際
に
住
民
が
案
内
を
行
っ

て
い
る
、
矢
島
地
域
を
視
察
し
ま
し

た
。こ

の
視
察
に
は
、
今
後
東
由
利
の

案
内
を
行
っ
て
い
た
だ
く
ス
タ
ッ
フ

や
検
討
を
重
ね
て
き
た
委
員
な
ど
15

人
が
参
加
し
、
矢
島
地
域
の
見
ど
こ

ろ
の
案
内
の
仕
方
な
ど
、
熱
心
に
聞

き
入
り
、
案
内
人
の
設
立
に
向
け
、

は
ず
み
が
つ
い
た
様
子
で
し
た
。

当
日
は
矢
島
地
域
の｢

ひ
な
め
ぐ
り｣

期
間
中
と
い
う
こ
と
で
、
矢
島
地
域

で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
守
ら
れ
て
き

た
ひ
な
壇
を
、
民
家
で
一
般
に
公
開

し
て
お
り
、
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
に
驚
き
を
感
じ
て
い
る

様
子
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、(

仮)

東
由
利
案
内
人
の
会

は
、
勉
強
会
や
模
擬
実
践
を
重
ね
、

７
月
頃
を
目
処
に
会
の
発
足
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

HIGASIYURI SOUGOUSISYO DAYORI

総合支所だより

第２８９号
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元
気
な
由
利
の
郷
づ
く

り
表
彰
を
受
賞
！

３
月
17
日(

木)

に
秋
田
県
由
利
地

域
振
興
局
で
、｢

元
気
な
由
利
の
郷
づ

く
り
表
彰｣

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
こ
の

受
賞
の
報
告
に
東
由
利
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
金
子
拓
雄
会

長
が
東
由
利
総
合
支
所
を
訪
れ
ま
し

た
。こ

の
表
彰
で
は
、
市
内
外
か
ら
５

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
東
由
利

地
域
か
ら
は
、
東
由
利
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が
毎
年
行
っ
て

い
る
、
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験
や
雪

中
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験
な
ど
、
体
験

事
業
を
通
じ
た
、
都
市
と
農
村
の
地

域
間
交
流
の
促
進
に
寄
与
し
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、

よ
り
一
層
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。新

庁
舎
業
務
開
始

消
防
署
東
由
利
分
署
新
庁
舎
の
開

署
式
が
３
月
14
日(

月)

に
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
に
は
長
谷
部
市
長
を
は
じ
め
市

議
会
議
員
、
消
防
関
係
者
、
工
事
関

係
者
な
ど
約
40
人
が
出
席
し
、
神
事

の
後
、
長
谷
部
市
長
や
鈴
木
議
長
な

ど
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

今
後
、
総
合
支
所
と
の
連
携
が
さ

ら
に
密
と
な
り
、
円
滑
な
消
防
・
救

急
活
動
が
実
施
さ
れ
、
よ
り
一
層
の

安
全
・
安
心
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
３
月
18
日(

金)

よ
り
新
庁

舎
で
の
業
務
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
由
利
小
・
中
学
校
で
そ
れ

ぞ
れ
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
３
月
10
日(

木)

に
東
由
利
中
学
校

の
卒
業
式
が
、
３
月
13
日(

日)

に
は

東
由
利
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
両
校
と
も
晴
天
の
も
と

で
、
市
長
・
議
長
が
共
に
来
賓
と
し

て
参
列
し
て
、
小
学
校
24
人
・
中
学

生
37
人
の
卒
業
生
が
笑
顔
と
感
激
の

涙
で
晴
れ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
国
際
交
流

３
月
21
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）

に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
で
行
わ
れ
た
、

「
タ
イ
秋
田
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流

事
業
」
に
秋
田
県
選
手
団
の
選
手
と

し
て
佐
々
木
ひ
な
の
さ
ん
（
新
屋
高

校
１
年
・
大
琴
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
据
え
た
事
業
で
あ
り
、
佐
々

木
さ
ん
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

受賞した金子会長

開署式テープカットの様子

小学校卒業式

中学校卒業式



日
本
美
術
院
主
催
「
春
の
院
展
」

鑑
賞
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

４
月
28
日
（
木
）

・
８
時
40
分

東
由
利
総
合
支
所
入
口
ホ
ー
ル
受
付

・
９
時
出
発
（
福
祉
バ
ス
）

・
10
時
30
分

院
展
鑑
賞

・
12
時
30
分

昼
食

（
エ
リ
ア
な
か
い
ち
）

・
15
時

東
由
利
総
合
支
所
解
散

▼
内
容

第
71
回
春
の
院
展
秋
田
展

を
鑑
賞

▼
参
加
料

当
日
１
０
０
０
円(

入
場

料)

を
徴
収
し
ま
す
。
昼
食
は
各
自

▼
定

員

35
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切

４
月
22
日(

金)

正
午

ま
で

（
教
育
学
習
課

℡
69
‐
２
３
１
０
）

筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
が

活
動
を
開
始
し
ま
し
た

東
由
利
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
利
用
の
皆
さ
ん
が
情
報
交
換
と

交
流
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
筋
ト

レ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
て
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
体
育
館
の
マ
シ
ン(

エ

ア
ロ
バ
イ
ク
等)

を
使
用
し
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
た
い
方
は
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
東
由
利
筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
】

▼
活
動
日

日
曜
日

午
後
４
時
～
５
時

▼
場
所

東
由
利
体
育
館
２
階

▼
対
象

高
校
生
以
上

▼
参
加
費

無
料

(

施
設
使
用
料
は
各
自)

（
教
育
学
習
課

℡
69
‐
２
３
１
０
）

袖
山
館
の
管
理
人
が
変
わ
り
ま
し

た新
し
い
管
理
人
は
、
佐
藤
謙
一

（
大
吹
川
・
69
‐
３
３
１
９
）
さ
ん

で
す
。

（
振
興
課

℡
69
‐
２
１
１
０
）

東
由
利
愛
育
班
活
動
休
止
の
お
知

ら
せ

旧
東
由
利
町
時
代
か
ら
40
年
余
り

に
わ
た
り
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
活
動
し
て
き
た
東
由
利
愛
育
班

は
、
平
成
28
年
３
月
末
に
お
い
て
活

動
を
休
止
し
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

愛
育
班
活
動
は
休
止
し
ま
し
た
が
、

長
年
築
き
上
げ
て
き
た
皆
様
の
地
域

力
は
、
こ
れ
か
ら
も
形
を
変
え
て
東

由
利
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
引
き

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
市
民
福
祉
課

℡
69
‐
２
１
１
８
）

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間
の
お
知

ら
せ

４
月
３
日(

日)

か
ら
４
月
９
日(

土)

ま
で
の
一
週
間
は
春
の
火
災
予
防
週

間
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
週
間
に
伴
い
、
４
月
３

日(

日)

７
時
頃
よ
り
寺
田
地
区
・
杉

森
地
区
で
駆
け
付
け
訓
練
が
行
わ
れ

ま
す
。

サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
さ
れ
ま
す
が
火

災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
振
興
課

℡
69
‐
２
１
１
０
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

個
人
番
号

カ
ー
ド)

の
受
け
取
り
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
の
準
備
が
で
き
た
方
に
は

順
次
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
特
別
な
理
由
が
な

い
限
り
ご
本
人
が
来
庁
の
う
え
、
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
受
け
取
り
期
限
を
過

ぎ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
際
に
は
左
記
の
書
類
が
必

要
で
す
。

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

（
ハ
ガ
キ
）

▼
通
知
カ
ー
ド

昨
年
届
い
て
い
る
緑
色
の
カ
ー
ド
。

紛
失
さ
れ
て
い
る
場
合
は
紛
失
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
の
み
、
回
収
し
ま
す
）

▼
本
人
確
認
書
類

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身
体
障
害

者
手
帳
等
写
真
の
つ
い
た
も
の
１

点
。
ま
た
は
、
保
険
証
、
年
金
手

帳
、
介
護
保
険
証
、
通
帳
等
写
真

の
つ
い
て
い
な
い
も
の
２
点

（
市
民
福
祉
課

℡
69
‐
２
１
１
８
）

※
特
別
な
理
由
と
は
入
院
中
、
障
が

い
等
で
来
庁
が
困
難
な
場
合
で
す
。

診
断
書
等
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。



4/1 金 ボツメキ浄水場給水開始

2 土

3 日
春の駆けつけ訓練
春の火災予防週間　～９日

4 月

5 火 小・中始業式

6 水
春の全国交通安全運動～１５日（金）
中学校入学式

7 木 小学校入学式

8 金

9 土 スポ少合同入団式

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金 芸術文化協会総会

16 土

17 日

18 月 上下水道口座振替日

19 火

20 水

21 木

22 金 観光協会東由利支部総会

23 土

24 日 クリーンアップデー

25 月

26 火

27 水 ことぶき大学①　（開講式）

28 木

自治会と行政の連絡会議
自治会連絡協議会総会
行政協力員会議
分館長・主事会議

29 金
八塩いこいの森クリーンナップ
黄桜まつり観桜会オープニングセレモニー

30 土

橋
梁
点
検
に
よ
る
交
通
規
制
の
お
知

ら
せ市

道
に
架
か
る
次
の
橋
梁
の
定
期

点
検
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
通
行
止
め
な
ど
の
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（建
設
課

℡
69
‐
２
１
１
５
）

町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き
ア
ッ
プ

ス
タ
ー
ト
事
業
を
募
集
し
ま
す

～
由
利
本
荘
市
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
金
～

町
内
会
や
自
治
会
等
が
地
域
の
活

力
増
進
と
連
帯
感
の
創
出
を
図
り
な

が
ら
、
「
夢
の
実
現
」
や
「
課
題
解

決
」
を
行
い
、
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
持
続
可
能
な
取
り
組
み

を
目
指
し
た
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、

そ
の
初
期
的
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▼
対
象
事
業

町
内
会
や
そ
の
連
合

体
が
、
自
主
的
、
主
体
的
に
行
う

地
域
づ
く
り
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
な
ど

▼
事
業
な
ど
実
施
時
期

補
助
金
交

付
決
定
後
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま

で
の
事
業

▼
補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
９
以
内

※
補
助
限
度
額
10
万
円
（
た
だ
し
予

算
の
範
囲
内
）

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

○
宗
教
的
、
観
光
目
的
や
慰
労
目
的

ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成
事
業

○
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す
る

事
業

▼
提
出
書
類
・
提
出
期
限

5
月
2
日(

月)

か
ら
5
月
27
日(

金)

ま
で
、
「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
補

助
金
」
事
業
要
望
書
お
よ
び
添
付
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
書
類
の
配
布
・
提
出
お
よ
び
問
い

合
わ
せ
先

（
地
域
振
興
課

℡
24
‐
６
２
３
０
）

｢

黄
桜
ま
つ
り
」
出
店
者
大
募
集
！

第
32
回
黄
桜
ま
つ
り
の
開
催
に
伴

い
、
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
詳
し

い
資
料
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
市
観

光
協
会
東
由
利
支
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

５
月
７
日(

土)

、
８
日

（
日
）

▼
会
場

八
塩
い
こ
い
の
森

▼
出
店
料

地
域
内
出
店
者
無
料

▼
募
集
区
画

30
小
間(

１
小
間

間

口
２
，
７
ｍ×

奥
行
３
．
６
ｍ
程

度
）

▼
申
込
期
限
４
月
14
日
（
木
）
※
募

集
区
画
に
な
り
次
第
申
込
み
を
締

め
切
り
ま
す
。

（
産
業
課
内

市
観
光
協
会
東
由
利
支

部

℡
69
‐
２
１
１
６
）

黒渕大橋 黒渕字前田面 ４月１１日午前 通行止め

向田橋 黒渕字下松台 ４月１１日午前 通行止め

地下ノ沢橋 黒渕字地下ノ沢 ４月１１日午後 通行止め

明通橋 田代字晴ヶ台 ４月１２日午前 通行止め

下小屋橋 田代字下小屋 ４月１２日午後 通行止め

牡丹野橋 舘合字牡丹野 ４月１２日午後 片側交互通行

上里橋 法内字沖田 ４月１３日午前 通行止め

高瀬川橋 蔵字上河原 ４月１３日午後 片側交互通行

愛宕橋 蔵字蔵 ４月２８日午前 片側交互通行


